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安倍首相仕事始めあいさつ、年頭記者会見、年頭所感、他
産経新聞2017.1.5 11:43更新 
「新しい時代にふさわしい憲法はどんな憲法か」「日本を世界の真ん中で輝く国に」　安倍晋三首相、自民党仕事始めあいさつ詳報

自民党の新年仕事始めの会合であいさつする安倍首相＝５日午前、東京・永田町の党本部 
　安倍晋三首相は５日午前、自民党の仕事始めの会合であいさつし、憲法について「新しい時代にふさわしい憲法はどんな憲法か。今年はいよいよ議論を深め、段々姿、形を作っていく年にしていきたい」と述べ、改正に向けた意欲をにじませた。あいさつの詳細は次の通り。
　　　　　◇
　皆様、明けましておめでとうございます。今年の自民党の仕事始めも素晴らしい天気のもと、いよいよ始まります。
　今年のお正月は私はホテルに泊まっていたんですが、１日も２日も３日もホテルの部屋からくっきりと富士山が見えて、昨日の伊勢神宮のお参りの際にも新幹線から富士山が神々しく見えたわけでありまして、大変幸先のいいスタートだなと。
　２日にゴルフをいたしましたら、とてもいいスコアで。私にとってはいいスコアで。それがいくつだったかはですね、これは国家の権威がかかっていまして、国家機密とさせていただきたいと思いますが、私にとりましては大変幸先の良いスタートとなりました。
広告

　今日、こうして出席をしておられる皆様のお顔を拝見していますと、年末年始それなりにゆっくりとされた方もおられると。同時に年末年始の行事、あるいはさまざまな忘年会、新年会に出席をされてちょっとお疲れの方もおられるな、こんな感じもいたしますが。今日から皆さん、気持ちを一つにして頑張っていこうではありませんか。
　今年は酉年でございまして、酉年は割と大きな変化がある年でもあると思います。実は私は政治家としては年男でありまして、２４年前の酉年に初当選を果たすことができました。
　そこにいる林幹雄さんとか私とか、塩崎（恭久）厚労大臣、岸田（文雄）大臣、野田聖子さん等々。田中真紀子さんもおりましたね。これが初当選であると。このメンバーが初当選したのが良かったかどうかは別として、自民党が実は野党に転落した年でもございました。それが２４年前。
　さらにさかのぼりますと佐藤政権、４８年前ですね。佐藤政権でも沖縄返還を契機として解散総選挙があった年であります。そして１２年前は郵政選挙があり、多くの自民党の新人が当選をしました。
　だからといって今年選挙があるとはかぎらない。３６年前は選挙をやっていないわけでありますから。例えばの話をさせていただいているわけでございますが、しかし常在戦場の気持ちでともに身を引き締めていきたいと思います。
　今年の酉はただの酉ではなくて丁酉であります。これもまた大きな変化、あるいは新しいことが始まる年でもあります。
　６０年前の丁酉はですね、岸内閣が成立をした年であります。石橋さんが短命で終わり、岸内閣に変わって、年金や医療、保険制度がスタートした。社会保障の礎ができた年であり、礎がいよいよできる年、胎動の年、始動の年であったわけであります。
　同時にですね安保条約の改定、平和国家としての安全保障の礎を作るという、この動きがスタートした年でもあったんだろうと思います。
　憲法施行からことしは７０年の節目の年でもあります。新しい時代にふさわしい憲法はどんな憲法か。今年はいよいよ議論を深め、段々姿、形をですね表していく。私たちが形作っていく年にしていきたいなと、このように思う次第であります。そのためにそれぞれが責任を果たしていくことが求められています。
　そして丁酉、１８０年前は大塩平八郎の乱がありました。知行合一、行動を尊ぶ。党内で大塩平八郎に出ろということでは全くございません。私のメッセージを間違って受け取ってもらっては困るわけでありますが。
　彼の言葉に山中の賊を破るのは易し、心中の賊を破るのは難し。つまり目の前の敵を倒すのはある意味では簡単だけど、自分の心の中にある敵を倒すのは難しい。この言葉を私自身の戒めにしながら、常に緊張感をもって国民の信頼があってこそのわれわれなんだと、自民党なんだという気持ち、安倍政権なんだという気持ちをもって一歩一歩、皆様とともに進んでいきたいと思います。
　ともに今年一年、国民のために一生懸命汗を流し、日本を世界の真ん中で輝く国にしていこうではありませんが。今年１年間が皆様にとりまして輝ける年となりますこと、日本にとって素晴らしい年となることを祈念しまして念頭のあいさつとさせていただきたいと思います。
産経新聞2017.1.5 07:34更新 
首相年頭会見　譲位「政争の具にせぬ」「本年も経済最優先」

伊勢神宮の外宮の参拝に向かう安倍晋三首相　＝４日午後、三重県伊勢市 
　安倍晋三首相は４日、三重県伊勢市内で年頭の記者会見に臨んだ。今年の政権運営について「本年も経済最優先。デフレ脱却に向けて金融政策、財政政策、そして成長戦略の三本の矢をうち続けていく」と述べ、「最大の経済対策は来年度予算の早期成立だ」と語った。天皇陛下の譲位をめぐる国会での議論については「決して政争の具にしてはならない。政治家はその良識を発揮しなければならない」と述べ、冷静に議論を重ねて一致点を見いだすべきだとの認識を示した。
　また、安倍首相は今年の干支（えと）の酉年について「しばしば政治の大きな転換点になってきた」として、平成１７年の郵政解散、５年の自民党の下野による「５５年体制」の崩壊、昭和４４年の佐藤栄作首相による沖縄返還と解散・総選挙に言及。「変化の一年になることが予想される」と述べたが、解散・総選挙については「今年に入って４日間、解散の２文字を全く考えていない」と重ねて否定した。
　日本国憲法施行から７０年の節目にあたり、日本を取り巻く安全保障環境は厳しさを増しているとして「困難な課題からもはや目を背けることはできない。今を生きる私たちも課題に真正面から立ち向かわなければならない」と強調した。２０日に召集される通常国会を「未来を拓（ひら）く国会」と位置づけた。
　首相は記者会見に先立って伊勢神宮に参拝。萩生田光一、野上浩太郎両官房副長官のほか、塩崎恭久厚生労働相や世耕弘成経済産業相ら１０人の閣僚も参拝した。
産経新聞2017.1.4 15:28更新 
安倍晋三首相が年頭会見　「通常国会は２０日から」「未来を拓く国会」
　安倍晋三首相は４日、三重県伊勢市で年頭記者会見に臨み、来年の通常国会を１月２０日に召集する考えを明らかにした。通常国会を「未来を拓く国会」と位置づけ、今年を「この国の未来を拓く１年とすることを年頭にあたって強く決意している」と述べた。
　また、今年が日本国憲法施行から７０年の節目にあたることから、「次なる７０年を見据えながら未来に向かって今こそ新しい国づくりを進めるときだ」と強調した。

伊勢神宮の参拝を終え、年頭の記者会見をする安倍首相＝４日午後、三重県伊勢市 
　衆院解散・総選挙については「今質問されて初めて解散という言葉が脳裏に浮かんだ。全く考えていない」と述べた。その上で「われわれはアベノミクスをふかしながら経済をしっかり成長させていくことが与えられた使命であり、最大の経済対策は来年度予算の早期成立。そのことに集中しながら全力を傾けていきたい」と訴えた。
　首相は記者会見に先立ち、伊勢神宮を参拝した。
首相官邸ＨＰ　平成29年1月4日
安倍内閣総理大臣年頭記者会見（伊勢市）
【冒頭発言】
　皆さん、明けましておめでとうございます。
　昨年は、熊本地震、台風１０号による大雨、年末には糸魚川での大火災など、災害が相次ぎました。厳しい避難生活の中で新年を迎えられた方々も多かったと思います。被災された皆様に心よりお見舞いを申し上げます。
　本年は、どうか平穏で、豊かな一年を過ごせるように、との思いで、先ほど伊勢神宮を参拝してまいりました。
　遠く離れたアフリカの地では、国連ＰＫＯ、海賊対処、正月返上で国際平和のために汗を流している自衛隊の諸君がいます。その強い使命感と責任感に、新年の始まりに当たって、改めて敬意を表したいと思います。
　本年は酉（とり）年であります。１２年前、あの劇的な郵政解散がありました。その更に１２年前は、私が初当選した年でありますが、自民党が戦後初めて野党になり、５５年体制が崩壊した歴史的な年でありました。佐藤総理が沖縄返還でアメリカと合意し、解散総選挙に打って出た昭和４４年も酉年でありました。酉年は、しばしば政治の大きな転換点となってきました。そして本年は、世界でも様々な国のリーダーが交代します。変化の一年となることが予想されます。そうした先の見えない時代にあって、大切なことは、ぶれないこと。これまでの軸をしっかりと貫いていくことであります。本年も経済最優先、鳥が大空をかけるように颯爽とデフレ脱却に向けて金融政策、財政政策、そして成長戦略の三本の矢をうち続けてまいります。
　そして、これまで延べ１００を超える国や地域に足を運んできましたが、空から大地を見下ろす鳥の目のように世界地図全体を俯瞰しながら、積極的な外交を展開してまいります。
　あの昭和２０年も酉年でありました。我が国の戦後が始まった年です。戦争で全てを失い、見渡す限りの焼け野原が広がっていました。しかし、先人たちは決して諦めませんでした。廃墟と窮乏の中から敢然と立ち上がり、戦後、新しい憲法の下、平和で豊かな国を、今を生きる私たちのため、創り上げてくれました。
　本年は、その日本国憲法の施行から７０年という節目の年に当たります。この７０年間で経済も社会も大きく変化しました。少子高齢化が急速に進んでいます。バブル崩壊に端を発したデフレは、２０年近く日本経済に重くのしかかり、持続的成長への自信は揺らぎました。世界では、戦後の国際秩序であった冷戦が終わりを告げ、日本を取り巻く安全保障環境は厳しさを増しています。こうした困難な課題から、もはや目を背けることはできません。戦後を創り上げた７０年前の先人たちに倣って、今を生きる私たちもまた、こうした課題に真正面から立ち向かわなければなりません。未来への責任を果たさなければなりません。戦後のその先の時代を切り拓く、次なる７０年を見据えながら、未来に向かって、今こそ新しい国づくりを進めるときです。
　女性も男性も、お年寄りも若者も、障害や難病のある方も、一度失敗を経験した人も、誰もがその能力を発揮できる一億総活躍社会を創り上げる。デフレから脱却し、日本経済の新たな成長軌道を確固たるものとする。積極的平和主義の旗を高く掲げ、日本を世界の真ん中で輝かせる。そして、子供たちこそ我が国の未来そのもの、子供たちの誰もが家庭の事情にかかわらず未来に希望を持ち、それぞれの夢に向かって頑張ることができる、そういう日本を創り上げていく決意であります。
　キョクアジサシという鳥がいます。この鳥は冬になると南極に渡って餌をとり、夏には繁殖のために北極へと再び渡ります。中には、一生のうちに２００万キロ以上、地球と月を３往復できるぐらい途方もない距離を渡る鳥もいるといいます。全ては子や孫の代へと未来を切り拓くため、渡り鳥たちは自らの翼で飛び立ち、自らの力で海を渡り切ります。誰に助けてもらえるわけでもありません。私たちの未来もまた人から与えられるものではありません。私たち日本人が自らの手で自らの未来を切り拓いていく、その気概が今こそ求められています。私たちの子や孫、その先の未来を見据えながら、本年、安倍内閣は国民の皆様とともに新しい国づくりを本格的に始動してまいります。
　今月２０日から始まる通常国会はいわば未来を拓く国会であります。そして、本年をこの国の未来を拓く一年とする。そのことをこの節目の年の年頭に当たって強く決意しております。
　最後となりましたが、本年が国民の皆様にとりまして、素晴らしい一年となりますことを心から祈念いたしまして、年頭における所感とさせていただきたいと思います。
　私からは以上であります。
【質疑応答】
（内閣広報官）
　それでは、これから皆様の御質問をいただきます。
　御質問を希望される方は挙手をお願いいたします。私が指名いたしますので、所属とお名前を明らかにされた上で、質問をお願いいたします。
　それでは、最初に内閣記者会の代表の方からお願いしたいと思います。
　どうぞ。
（記者）
　日本テレビの川上と申します。よろしくお願いいたします。
　衆議院の解散総選挙のタイミングについてお伺いいたします。総理は年末に来年度予算案の成立を最優先にする考えを示されましたが、それは予算審議に影響を与える通常国会前半での解散はないということでしょうか。そうしますと、夏の都議会議員選挙や衆議院の区割り変更がある中で、衆議院の解散は秋以降になるのでしょうか。総理のお考えをお聞かせください。
（安倍総理）
　非常に具体的な御質問をいただきましたが、平成２９年、今日で４日目でありますが、この４日間、解散の２文字を全く考えたことはないわけでありまして、今、質問されて初めて解散という言葉が脳裏に浮かんだわけでありますが、全く解散については考えておりません。しっかりと我々はアベノミクスをふかしながら、経済をしっかりと成長させていく、これが私たちに与えられた使命であり、最大の経済対策は来年度予算の早期成立であろうと思います。今はそのことに集中しながら、全力を傾けていきたいと思っています。
（内閣広報官）
　それでは、続きまして、三重県政記者クラブの代表の方から御質問をいただきます。
　どうぞ。
（記者）
　ＣＢＣテレビの若尾といいます。よろしくお願いします。
　去年はこの三重県で伊勢志摩サミットがありました。地方開催が続いていますが、次回日本で行われるサミットでの地方開催についてのお考えや、サミットを生かした地方活性化における政府の支援という観点を含めて、お考えをお聞かせください。
（安倍総理）
　初期のころのサミットは大体首都で行い、いわば会議を行う機能が重視をされていたわけでありますが、今は首脳のみでくつろいだ雰囲気の中で率直な会話をする、そのようなリトリート方式が主流になっています。したがって、私も東京ではなく地方で開催したほうがリトリート方式にはかなうと、このように考えてきました。そこで私は、是非ともＧ７の首脳に日本の悠久の歴史、文化、伝統に触れてほしい、その思いから伊勢志摩の地を選んだわけであります。
　伊勢志摩サミットでは、各国首脳の皆様に伊勢神宮の凛とした雰囲気を味わっていただいたと思っておりますし、雰囲気についていい場所を選んでいただいたと、本当に絶賛していただいたと思っています。英虞湾の美しい自然を背景に、胸襟を開いて活発な議論を行うことができたと思っておりますし、また、地域活性化の観点から、各国首脳に三重県ならではの伊勢エビとかアワビとか日本酒など、今日は知事や地元の議員の皆様にもお越しをいただきましたが、それぞれ御推薦もいただきまして、それぞれのおいしいものを出させていただいて、各国の首脳の皆さんに舌鼓を打っていただいたと思っております。日本の食の素晴らしさ、自然の素晴らしさ、また、お酒の素晴らしさ、世界に発信することができたのではないかと、このように思います。
　次回、日本で開催するサミットは６年後でございますから、これは次の総理大臣が決めることであろうと、このように思いますので、私から、今からどこかということを予測することは差し控えさせていただきたいと思います。
（内閣広報官）
　それでは、再び内閣記者会の方からいただきます。
　どうぞ。
（記者）
　読売新聞の淵上です。
　昨年８月、天皇陛下は退位の意向を示唆されました。政府の有識者会議は今月中にも特例法で一代限りの退位を実現するよう求める論点整理を公表する見通しです。政府として、今後どのように議論を進め、次の通常国会で法整備を実現するお考えでしょうか。
　また、民進党は皇室典範を改正し、退位を恒久制度化すべきと主張しています。国会での与野党の議論に何を期待しますか。また、法整備に当たり、与野党で意見を集約する必要性をどうお考えでしょうか。
（安倍総理）
　昨年、天皇陛下が国民に向かってお言葉を発せられたことを重く受け止めております。陛下のお言葉に対する国民の皆様の受け止めを政府としては受け、現在、有識者の皆様に御議論をいただいているところであります。国の基本であり、そして、長い歴史とこれからの未来にかけての極めて重い課題であり、決して政争の具にしてはならないと考えています。正に、政治家はその良識を発揮しなければならない、そういう課題であろうと考えています。中身や時期などを予測することなく、静かな環境で議論を深めていくべきであろうと、このように考えております。
（内閣広報官）
　それでは、最後の質問にさせていただきます。三重県の県政記者クラブのサイドからお願いいたします。
　どうぞ。
（記者）
　再度、ＣＢＣテレビの若尾です。
　政府も支援を表明されているリニア中央新幹線について、名古屋－大阪間のルートや中間駅の決定の見通しについてお考えをお聞かせください。
（安倍総理）
　リニア中央新幹線は、日本が世界に誇る世界最先端の鉄道技術であり、正に夢のプロジェクトであろうと思います。日本人みんながわくわくしながら期待を寄せていると思います。名古屋から東京へは４０分、大阪へは２５分程度となりまして、伊勢神宮にも、もっともっと簡単に参拝できるのだろうと思いますが、この夢を現実のものとすべく、東京－名古屋間の１０年後の開業を目指し、そして、今、工事が進んでいます。大阪までの全線開業も財投を生かして最大８年間前倒しをいたします。名古屋－大阪間のルート、そして、駅については建設主体であるＪＲ東海が検討を進め、環境アセス手続の段階で公表されると承知をしています。リニアと新幹線による高速鉄道ネットワークを軸に、東京や大阪、名古屋をハブとして、日本全国、北から南まで、地方と地方をつないでいく地方創生回廊を創り上げて、全国を一つの経済圏として発展させていきたい。そのことによって、地域が地域の良さをもっと発揮できるように、地域に住みながら世界にも発信できる、そういう日本を創っていきたいと考えています。
（内閣広報官）
　それでは、以上をもちまして、安倍内閣総理大臣の平成２９年年頭の記者会見を終わらせていただきます。
　皆様の御協力、ありがとうございました。
（安倍総理）
　ありがとうございました。これからもよろしくお願いします。
首相官邸ＨＰ　平成29年1月1日
安倍内閣総理大臣　平成２９年　年頭所感
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　あけましておめでとうございます。
　「わが国の　たちなほり来し　年々に
　あけぼのすぎの　木はのびにけり」
　３０年前の新春、昭和６２年の歌会始における昭和天皇の御製です。
　戦後、見渡す限りの焼け野原の中から、我が国は見事に復興を遂げました。昭和天皇がその歩みに思いを馳せたこの年、日本は、そして世界は、既に大きな転換期に差し掛かっていました。
　出生数が戦後最低を記録します。経済はバブル景気に沸きましたが、それは、長いデフレの序章となりました。世界では、米ソが中距離核戦力の全廃に合意し、冷戦が終わりを告げようとしていました。
　あれから四半世紀の時を経て、急速に進む少子高齢化、こびりついたデフレマインド、厳しさを増す安全保障環境。我が国が直面する、こうした課題に、安倍内閣は、この4年間、全力を挙げて取り組んでまいりました。
　私たちが政権を奪還する前、「日本はもはや成長できない」、「日本は黄昏を迎えている」といった、未来への不安を煽る悲観論すらありました。
　しかし、決して諦めてはならない。強い意志を持ち、努力を重ねれば、未来は、必ずや変えることができる。安倍内閣は、さらに未来への挑戦を続けてまいります。
　本年は、日本国憲法施行７０年の節目の年にあたります。
　「歴史未曽有の敗戦により、帝都の大半が焼け野原と化して、数万の寡婦と孤児の涙が乾く暇なき今日、如何にして『希望の光』を彼らに与えることができるか・・・」
　現行憲法制定にあたり、芦田均元総理はこう訴えました。そして、先人たちは、廃墟と窮乏の中から、敢然と立ち上がり、世界第三位の経済大国、世界に誇る自由で民主的な国を、未来を生きる私たちのため、創り上げてくれました。
　今を生きる私たちもまた、直面する諸課題に真正面から立ち向かい、未来に不安を感じている、私たちの子や孫、未来を生きる世代に「希望の光」を与えなければならない。未来への責任を果たさなければなりません。
　女性も男性も、お年寄りも若者も、障害や難病のある方も、一度失敗を経験した人も、誰もが、その能力を発揮できる一億総活躍社会を創り上げ、日本経済の新たな成長軌道を描く。
　激変する国際情勢の荒波の中にあって、積極的平和主義の旗をさらに高く掲げ、日本を、世界の真ん中で輝かせる。
　そして、子どもたちこそ、我が国の未来そのもの。子どもたちの誰もが、家庭の事情に関わらず、未来に希望を持ち、それぞれの夢に向かって頑張ることができる。そういう日本を創り上げてまいります。
　私たちの未来は、他人から与えられるものではありません。私たち日本人が、自らの手で、自らの未来を切り拓いていく。その気概が、今こそ、求められています。
　2020年、さらにその先の未来を見据えながら、本年、安倍内閣は、国民の皆様と共に、新たな国づくりを本格的に始動します。この国の未来を拓く一年とする。そのことを、この節目の年の年頭にあたり、強く決意しております。
　最後に、本年が、国民の皆様一人ひとりにとって、実り多き、素晴らしい一年となりますよう、心よりお祈り申し上げます。
平成二十九年一月一日
内閣総理大臣　安倍　晋三
自民党ＨＰ平成29年1月1日
安倍 晋三総裁 年頭所感　
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あけましておめでとうございます。
昨年、自由民主党は参議院選挙でアベノミクスを一層加速せよとの力強い信任をいただき、安定した政治基盤のもと、経済、外交において力強く政策を前に進めることができました。皆様方のご支援・ご協力に心より厚く御礼申し上げます。
「わが国の　たちなほり来し　年々に　あけぼのすぎの　木はのびにけり」
30年前の新春、昭和62年の歌会始における昭和天皇の御製です。
戦後、見渡す限りの焼け野原の中から、我が国は見事に復興を遂げました。昭和天皇がその歩みに思いを馳せたこの年、日本は、そして世界は、既に大きな転換期に差し掛かっていました。
出生数が戦後最低を記録します。経済はバブル景気に沸きましたが、それは、長いデフレの序章となりました。世界では、米ソが中距離核戦力の全廃に合意し、冷戦が終わりを告げようとしていました。
あれから四半世紀の時を経て、急速に進む少子高齢化、こびりついたデフレマインド、厳しさを増す安全保障環境。わが国が直面する、こうした課題に、わが党は、この4年間、全力を挙げて取り組んでまいりました。
私たちが政権を奪還する前、「日本はもはや成長できない」、「日本は黄昏を迎えている」といった、未来への不安を煽る悲観論すらありました。
しかし、決して諦めてはならない。強い意志を持ち、努力を重ねれば、未来は、必ずや変えることができる。自由民主党は、さらに未来への挑戦を続けてまいります。
本年は、日本国憲法施行70年の節目の年にあたります。
「歴史未曽有の敗戦により、帝都の大半が焼け野原と化して、数万の寡婦と孤児の涙が乾く暇なき今日、如何にして『希望の光』を彼らに与えることができるか・・・」
現行憲法制定にあたり、芦田均元総理はこう訴えました。そして、先人たちは、廃墟と窮乏の中から、敢然と立ち上がり、世界第三位の経済大国、世界に誇る自由で民主的な国を、未来を生きる私たちのため、創り上げてくれました。
今を生きる私たちもまた、直面する諸課題に真正面から立ち向かい、未来に不安を感じている、私たちの子や孫、未来を生きる世代に「希望の光」を与えなければならない。未来への責任を果たさなければなりません。
女性も男性も、お年寄りも若者も、障害や難病のある方も、一度失敗を経験した人も、誰もが、その能力を発揮できる一億総活躍社会を創り上げ、日本経済の新たな成長軌道を描く。
激変する国際情勢の荒波の中にあって、積極的平和主義の旗をさらに高く掲げ、日本を、世界の真ん中で輝かせる。
そして、子どもたちこそ、我が国の未来そのもの。子どもたちの誰もが、家庭の事情に関わらず、未来に希望を持ち、それぞれの夢に向かって頑張ることができる。そういう日本を創り上げてまいります。
私たちの未来は、他人から与えられるものではありません。私たち日本人が、自らの手で、自らの未来を切り拓いていく。その気概が、今こそ、求められています。
2020年、さらにその先の未来を見据えながら、本年、自由民主党は、国民の皆様と共に、新たな国づくりを本格的に始動します。この国の未来を拓く一年とする。そのことを、この節目の年の年頭にあたり、強く決意しております。
最後に、本年が、国民の皆様一人ひとりにとって、実り多き、素晴らしい一年となりますよう、心よりお祈り申し上げます。
 平成29年1月1日
自由民主党総裁[image: image6.png]



産経新聞2016.12.31 11:30更新 
正念場の年明け政局　「１強」では突っ走れない安倍政権３つのハードル　政治評論家・小林吉弥
　年明けからの政局は、かなりの確率で「波乱含み」とみている。安倍晋三政権にとっては、これまでのように「１強」では突っ走れないハードルが待ち構えているということである。
　政局を左右するハードルは、大きく３つある。
　１つは、１月２０日、ドナルド・トランプ米大統領が正式就任し、米国の今後の具体的諸政策が明らかになる。不透明な対日政策がどうなるか。場合によっては、安倍政権の政策が相当揺さぶられ、野党に大きな追及の余地を与えることになる。
　２つは、解散・総選挙問題だ。一部には早期解散を否定視する向きもあるが、「１月解散・２月選挙説」も根強くある。安倍首相のハラ１つで、どうなるか分からない。問題は、選挙に勝てるかどうか。
　安倍内閣の支持率は高いものの、その背景は自民党内の「ポスト安倍」候補が頼りない。野党の体たらくに助けられている部分が大きく、求心力そのものは強力とはいえない。カジノを中心とする統合型リゾート施設（ＩＲ）整備推進法など、先の国会での強引な採決の連発がどう出るか、フタを開けてみなければ分からない。
　仮に自民党大敗となれば、「総裁任期延長」どころではなく、退陣への動きさえ出かねない。
　筆者の取材では、一見、遅々としている野党共闘は、水面下では一気に成立する動きになっている。野党統一候補が実現すれば、自民党は前回総選挙の得票合算で、野党に５０議席前後を奪われる試算もある。
　安倍首相が、このリスクの高い“バクチ選挙”に打って出られるのか、どうかとなる。早期の選挙を見送れば、以後は「追い込まれ選挙」となり、勝算なき戦いを余儀なくされる。
　そして、３つは、自民、公明両党の連立問題である。公明党は先の国会でギャンブル依存症問題など、自民党内にも懸念があったＩＲ法の賛否で大揺れを演じた。「平和・福祉の党」標榜（ひょうぼう）の同党は、日本維新の会が自民党に急接近するなか、長く引きずってきた路線問題で「自公」連立の是非という大きな曲がり角に直面している。
　折から、東京都議会では「自公」与党が決裂、これが国政での公明党の連立離脱の“引き金”となる可能性も秘めている。年明けの通常国会では、ＩＲ法の「実施法」の審議となる。のむのか否か、ここが公明党の正念場だ。ノーとなれば連立離脱、一方で維新が連立に参加という政局の混乱が予想される。
　安倍政権に、正念場の年明けが待っているという理由だ。
　■小林吉弥（こばやし・きちや）　１９４１年、東京都生まれ。早稲田大学卒業。週刊誌や月刊誌記者を経て独立、６８年から政治評論家に。著書に『田中角栄　心をつかむ３分間スピーチ』（ビジネス社）、『決定版　田中角栄名語録』（セブン＆アイ出版）など多数。
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